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○ 各種委員会活動 

 

  委 員 会 名 団  体 委  員 

1 ICT 導入協議会 国土交通省総合政策局 神矢  弘 

2 国立保健医療研究会議 委員 厚生労働省 今本  博臣 

3 規格基準委員会 委員 公益社団法人 地盤工学会 市川 滋己 

4 
規格基準委員会 

 現場密度試験 WG6 委員 
公益社団法人 地盤工学会 市川 滋己 

5 建設マネジメント委員会 公益社団法人 土木学会 神矢  弘 

6 トンネル技術委員会 公益社団法人 土木学会 神矢  弘 

7 岩盤力学委員会 委員 公益社団法人 土木学会 白川 信之 

8 
岩盤力学委員会「岩盤力学」改訂委員会 

ダム編作業 WG メンバー 
公益社団法人 土木学会 松尾 達也 

9 農業土木技術管理士研修委員会 委員 
公益社団法人 

 土地改良測量設計技術協会 
吉久  寧 

10 
ダム工学会賞選考委員会 

 第Ⅴ類 その他部門査読 委員 
一般社団法人 ダム工学会 佐藤 信光 

11 企画運営委員会 委員 一般社団法人 ダム工学会 武田 浩一 

12 学術研究発表会小委員会 小委員長 一般社団法人 ダム工学会 武田 浩一 

13 コンクリートダム研究部会 一般社団法人 ダム工学会 國居 史武 

14 企画委員会 委員 
一般社団法人 

 日本大ダム会議 
神矢  弘 

15 技術委員会 委員 
一般社団法人 

 日本大ダム会議 
神矢  弘 

16 
国際大ダム会議「ダム安全」技術委員会

（兼日本大ダム会議 国際分科会）委員 

一般社団法人 

 日本大ダム会議 
小牧 健二 

17 国際分科会 論文査読 WG 委員 
一般社団法人 

 日本大ダム会議 
小牧 健二 
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  委 員 会 名 団  体 委  員 

18 ダム設計基準調査分科会 委員 
一般社団法人 

 日本大ダム会議 
松枝 修治 

19 
ダム設計基準調査分科会 WG 

（３．既設ダム WG) 委員 

一般社団法人 

 日本大ダム会議 
松枝 修治 

20 
ダム設計基準調査分科会 WG 

（１．地震 WG) 委員 

一般社団法人 

 日本大ダム会議 
佐藤 信光 

21 
ダム設計基準調査分科会 WG 

（２．新型式のダム WG) 委員 

一般社団法人 

 日本大ダム会議 
佐野 貴之 

22 「日英ダム技術用語辞典」改訂分科会 
一般社団法人 

 日本大ダム会議 
藤田 将司 

23 コンクリートダム委員会 国際協力委員 
一般社団法人 

 日本大ダム会議 
國居 史武 

24 
ダムコンクリート凍害実験研究分科会 

委員 

一般社団法人 

 日本大ダム会議 
國居 史武 

25 技術展示企画運営委員会 委員 
一般社団法人 

 日本大ダム会議 
國居 史武 

26 ダム貯水池水質保全対策研究会 委員 
一般社団法人 

 ダム水源地環境センター 
今本 博臣 

27 ダム工事総括管理技術者認定事業 一般社団法人 日本ダム協会 青木 成幸 

28 理事 
一般社団法人 

 国際建設技術協会 
尾島  知 

29 
ISRM2019&REIF2019 合同組織委員会・運

営幹事会 

一般社団法人 

    岩の力学連合会 
白川 信之 

30 会誌委員会 副幹事 
一般社団法人 

    日本計算工学会 
藤岡  奨 
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外部投稿論文等（令和元年度） 
 

  

-27-



・令和元年度　外部投稿論文等の実績

No 論文題名 投稿先 掲載・発表時期

1
Development of new simulator for training of dam
operation and its future outlook

2019年
　ICOLD第87回年次例会

2019年6月

2
衝撃弾性波法を用いたコンクリートダム堤体の水平打
継目調査

日本非破壊検査学会 2019年度 衝
撃弾性波法のコンクリート構造物へ
の適用に関するミニシンポジウム

2019年6月

3
気泡循環対策の施設規模指標に関する理論構築に
おける予備的考察

土木学会水工学委員会
　環境水理部会研究集会

2019年6月

4
供用中のコンクリートダム堤体における弾性波伝播速
度の特性

コンクリート工学年次論文集 Vol.41,
No.1

2019年7月

5 水資源機構ダムの水質保全の現状と課題
鹿児島大学　水質環境改善研究会
　第1回シンポジウム

2019年7月

6
地震観測記録に基づくロックフィダム堤体の速度構造
の推定

ダム工学 Vol.29, No.3 2019年9月

7
Analysis of pressure fluctuation in a pipeline under
seismic conditions

E-proceedings of the 38th IAHR
World Congress

2019年9月

8
東北地方太平洋沖地震時における管路内動水圧変
化の再現

令和元年度（第68回）
　農業農村工学会大会講演会

2019年9月

9
地震時における長距離管路内の動水圧変化に関する
再現性検証

令和元年度（第68回）
　農業農村工学会大会講演会

2019年9月

10
収縮低減タイプのAE減水剤が硬化コンクリート特性に
与える影響

令和元年度土木学会全国大会
　第74回年次学術講演会

2019年9月

11 早明浦ダムにおける選択取水設備の運用
令和元年度土木学会全国大会
　第74回年次学術講演会

2019年9月

12
地震観測記録に基づくNIOM解析によるロックフィルダ
ム堤体の速度構造の推定

令和元年度土木学会全国大会
　第74回年次学術講演会

2019年9月

13
実測地震記録および解析による重力式ダムクレスト
ゲート部動水圧の発生要因分析

令和元年度土木学会全国大会
　第74回年次学術講演会

2019年9月

14
GPSによるフィルダム堤体変位計測の対流圏遅延補
正に用いる気象データについて

令和元年度土木学会全国大会
　第74回年次学術講演会

2019年9月

15
現地実用条件における気泡循環対策のシミュレーショ
ンによる効果評価手法の開発：修正二重プルームモ
デルのJWAモデルへの導入

令和元年度土木学会全国大会
　第74回年次学術講演会

2019年9月

16 徳山ダムにおける微小地震観測（第３報）
2019年
　日本地震学会秋季大会

2019年9月

17
ダムの地震被害実態に基づく耐震性能の考察と今後
の課題

日本地震工学会
　第14回年次大会

2019年9月
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・令和元年度　外部投稿論文等の実績

No 論文題名 投稿先 掲載・発表時期

18
ICOLD2019第87回年次例会報告（オタワ）
　(H;ダム安全委員会）

大ダム  №249 2019年10月

19
地震による重力式ダムクレストゲートの振動および動
水圧の発生要因の分析

土木学会地震工学委員会
　第39回地震工学研究発表会

2019年10月

20
谷地形解析によるゆるみ岩盤斜面の抽出に関する検
討

令和元年度
　日本応用地質学会研究発表会

2019年10月

21 気泡循環対策の必要施設規模指標に関する考察
土木学会水工学委員会
　第64回水工学講演会

2019年11月

22 利水ダム(調整池等)の安全管理に関する取組み
日本水道協会令和元年度
　全国会議水道研究発表会

2019年11月

23
地震時における管路内動水圧変化による空気弁破損
要因の分析－東北地方太平洋沖地震での再現－

日本水道協会令和元年度
　全国会議水道研究発表会

2019年11月

24
地震時における管路内動水圧変化による空気弁破損
要因の分析　－観測データの再現計算－

日本水道協会令和元年度
　全国会議水道研究発表会

2019年11月

25 徳山ダムにおけるGPS変位計測と対流圏遅延補正
令和元年度
　ダム工学会研究発表会

2019年11月

26
ダム防災操作支援システムの開発と運用
　-スーパー台風への対応－

令和元年度
　ダム工学会研究発表会

2019年11月

27
弥富送水システムのリスクマネジメントについて
～fail safeを目指した対策～

第76回農業農村工学会
　京都支部研究発表会

2019年11月

28
Tropospheric delay correction in GPS displacement
monitoring: Case study of Tokuyama Dam in Japan

第5回若手研究者国際岩の力学シン
ポジウム＆革新的未来のための岩盤
工学シンポジウム

2019年12月

29 ダム防災操作能力向上！　実践型シミュレータの運用
第１１回
　全国河川・ダム管理技術検討会

2020年1月

30 地震時における管路内動水圧変化の再現 水土の知  88巻, 2号 2020年2月

　　　　は掲載論文
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○ 掲載論文等リスト 

 
 

1. 地震観測記録に基づくロックフィダム堤体の速度構造の推定  31 
 茂木秀則・曽田英揮・荒井大輝・佐藤 信光 

 

 

2. ダム防災操作支援システムの開発と運用  41 

 ～スーパー台風への対応～ 
    田村 和則・宮本 和樹・草苅 智弘・小森谷 哲夫・今川 新 

 

※ ダム工学会研究発表会 優秀発表賞 受賞 

 

3. ダム防災操作能力向上！ 実践型シミュレータの運用  47 
  田村 和則・武田 浩一 

 

※ 第 11回 全国河川・ダム管理技術検討会 ダム部門 最優秀賞 受賞 

 

4. 地震時における管路内動水圧変化の再現  49 

       
伊藤 俊輔・佐藤 信光・坂本 大樹・吉村 英人・眞鍋 尚 
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*    独立行政法人水資源機構 総合技術センター 
**   独立行政法人水資源機構 阿木川ダム管理所 所長代理   *** 同 副参事    
**** パシフィックコンサルタンツ(株) 国土基盤事業本部 河川部 設計保全室 チーフコンサルタント 
*****同 交通基盤事業本部 情報システム部 統合情報室 

 

ダム防災操作支援システムの開発と運用 
~スーパー台風への対応~ 

 

Development of New Support System for Dam Discharge Operation 
in the Event of a Super Typhoon 

 
 

田村 和則*  宮本 和樹**  草苅 智弘***  小森谷 哲夫****  今川 新***** 

 

1．はじめに 
近年，平成 29 年 7 月九州北部豪雨や平成 30

年 7 月豪雨，令和元年 8 月の前線に伴う大雨，

令和元年台風 15 号，19 号など激甚な気象災害

が頻発している．洪水被害，浸水リスクを軽減

するために，ダム管理者にはダム運用を高度化

して施設の機能を最大限に発揮する防災操作が

求められている．このため（独）水資源機構

（以下「水機構」という）では，的確な防災操

作を実施するため「ダム防災操作支援システム」

を開発した．本システムは，ダム諸量，予測雨

量及び流出予測情報を自動で取込み，各種ダム

放流方式による操作の予測結果を提示し，ダム

管理者の最適な防災操作方針の決定を支援する

ものである． 

 

2．システムを開発した背景 
水機構が管理する多目的ダムでは，ダム機能

を最大限活用する洪水調節方法の導入可能性に

ついて，「ダムの機能を最大限活用する洪水調

節方法の導入に向けたダム操作規則等点検要領

及び同解説（平成29年7月国土交通省）1）（以

下，点検要領という）」に基づき，「事前放流」， 

 

「異常洪水時防災操作」，「特別防災操作」につ

いて，操作規則等の点検を平成 29 年に実施し

た． 

この点検結果を反映し，ダム防災操作の高度

化を図るには，時々刻々と変化する予測降雨と

実際の降雨状況，ダム下流河川の降雨等による

水位の変化，洪水調節容量の活用状況等を総合

的に勘案し，関係機関と十分な調整を図りなが

ら，数十時間先を見据えた最適な放流方式を選

定し，ダム機能を最大限活用する操作方針を短

時間かつスムーズに決定する必要がある． 

一方で，ダムの防災業務は，防災計画・防災

操作，ダム下流河川への警報，下流河川巡視や

関係者へのダム防災操作に関する情報提供・共

有等，多岐にわたる．本システムは限られた人

員・時間の中，防災業務において最適なダム操

作方針の決定を支援するツールとして，単独ダ

ムを対象に開発したものである． 

 

3．実装したダム 
本システムを実装した阿木川ダム（平成 3年

完成，水機構管理）は，木曽川河口から約 110

㎞上流で合流する木曽川左支川の阿木川に建設 
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された多目的ダムである．阿木川ダムから木曽

川合流点までの約 9㎞区間の阿木川は，約 2万

4 千人 2)が居住する恵那市街地を貫流する（写

真－１）． 

 

 

 

 

 
写真－１ 阿木川ダム下流航空写真 

阿木川ダムの計画高水波形を図－１に示す．

ダム洪水調節は，100 年確率降雨に対して，計

画高水流量 850m3/s のうち 730m3/s をダムに

貯留し，120m3/s の一定量放流を実施する計画

である． 

阿木川ダムは，平成 3 年の管理開始以降 28

年が経過しており，この間に 26 回の洪水調節

を実施している． 

このうち，平成 12 年に発生した東海豪雨で

は，ダム流入量約750m3/sを記録し，計画高水

流量と同程度の洪水も経験しているが，管理開

始以降，阿木川における浸水等被害は発生して

いない． 

 

 

 

 

 

 
図－1 阿木川ダム計画高水波形 

 

4．操作支援システムの仕様 
本システムは，水機構が開発・運用している

分布型流出予測システムから得られる予測雨

量・流出予測（72 時間先まで），ダム貯水位や

流入量・放流量などのダム諸量実績データを

10 分間隔で自動取得（図－２）し，ダム放流

計画の提案，計画説明資料及び放流通知・連絡

書類作成を実施するシステムである（図－３）． 

表－１に本システムの基本機能一覧を示す． 

 

 

 

 

 
図－２ システム概念図 

 

 

 

 

 

 

 
図－３ システムイメージ図 

 
表－１ 基本機能の一覧 

操
作
支
援
機
能 

異常洪水時防災操作支援機能 
（7 方式） 
特別防災操作支援機能 
（4 方式） 
事前放流支援機能 
施設管理規程に基づく操作の支援

機能 
任意目標貯水位・放流量による計

算機能 

デ
ー
タ
管
理
機
能 

流入予測システムデータ連携機能

（ダム諸量データ・流出予測） 
データ蓄積機能 
訓練シミュレータ用データ出力機

能 
グラフ出力機能 
（ハイエト・ハイドログラフ） 
帳票出力機能（放流ステップ（放

流量）出力機能：csv 形式） 
放流通知・連絡書類出力機能 

実績← →予測 
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5．操作支援システムの機能 
（1） 異常洪水時防災操作支援機能 

異常洪水時防災操作は，記録的な豪雨により

ダムの洪水調節容量が一杯となることが予想さ

れる場合に，ダム流入量と放流量を等しくする

操作である． 

阿木川ダムの異常洪水時防災操作は，「阿木

川ダムただし書操作要領」に基づき貯水位に対

して放流量を決定する操作が基本であるが，洪

水の規模等によっては，洪水調節容量を十分に

活用できない場合がある． 

本システムの異常洪水時防災操作支援機能は，

72 時間先までの予測雨量・流出予測情報と 24

時間前までの実績ダム諸量を自動取得し，点検

要領に示されている 7 方式（表－２）の放流方

式を自動に計算する． 

表－２ 計算可能な方式一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－４ 計算結果の表示切替画面 

 
計算結果は，図－４のとおり，方式毎にダム

下流河川基準地点の最高水位・最大流量，ダム

の最大放流量・最高水位が明瞭に示される．一

覧表にすることによって，スムーズな判断がで

き，ダム機能が最大限に発揮される放流方式を

選択できる．また，関係機関へ情報共有するた

めの各放流方式におけるハイエトグラフ及びハ

イドログラフ，放流操作に用いる放流ステップ

（放流量）は，Excel 形式により出力可能な仕

様としている（図－５）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５ 出力グラフのイメージ 

 
（2） 特別防災操作支援機能 

ここでいう特別防災操作は，下流河川で洪水

被害が発生した又は発生するおそれがある場合

において，洪水の終わりの見通しが相当程度確

実と考えられる場合のみに実施するオーバーカ

ットの操作である． 

特別防災操作支援機能においても，異常洪水

時防災操作支援機能と同様の機能を具備してい

る．なお，放流方式は，点検要領に示されてい

る，適応操作（ピーク前），適応操作（ピーク

後），必要最小放流方式，ＶＲ方式の 4 方式を

採用した． 

 
（3） 事前放流支援機能 

事前放流は，予測雨量情報等に基づいて洪水

の発生を予測した場合に，事前にダム貯水位を

低下させ，利水容量を一時的に治水容量として

活用し，ダムの洪水調節機能を向上させるもの

である． 

① 異常洪水時防災操作（８割相当水位）
② 異常洪水時防災操作（９割相当水位）
③ 異常洪水時防災操作（10割相当水位）
④ 必要最小放流方式
⑤ VR方式
⑥ 放流曲線逐次見直し方式
⑦ 限界操作方式
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阿木川ダムでは，「阿木川ダム事前放流実施

要領（以下，実施要領という）」を平成 23年に

制定しており，実施要領に基づき事前放流を実

施している．事前放流支援機能は，実施要領に

基づく放流操作等を支援し，予測雨量及び流出

予測情報を用いて事前放流開始時刻，累計雨量

及び予測雨量の変化に応じた貯水位低下・限度

水位の提示，これらに係る放流の原則に基づく

放流計画を作成する．また，他の支援機能と同

様に，ハイエト・ハイドログラフを Excel 形式

にて出力する機能も具備した． 

 

（4） 施設管理規程に基づく操作の支援機能 

異常洪水時や特別防災操作時だけでなく，計

画規模以内の洪水時の操作支援機能として，施

設管理規程に基づく操作計画も作成できるシス

テムとしている．この機能は，流出予測情報を

基に，放流の原則に従い放流計画を作成するだ

けでなく，後期放流や予備放流を考慮して，任

意の時間の目標貯水位又は目標放流量を設定す

ることにより，貯水位低下操作を支援する機能

も具備している（図－６）． 

 

 

 

 

 
図－６ 自動計算される放流計画のイメージ 

 
（5）付加機能 

出水による防災時には各段階において，関係

機関への通知・報告が必要となる．本システム

では，関係機関への通知等の様式に，ダム諸量

等の数値が自動的に入力され出力できる機能を

追加した（図－７）． 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－７ 関係機関への通知 

 
この機能により，防災時の事務的な作業の一

部を合理化できる． 

また，実洪水における本システムで示された

ダム操作データを，先に水機構が開発したダム

防災操作訓練シミュレータ 3)へ出力できる機能

も具備しており，本システムが防災操作訓練シ

ミュレータを用いた訓練を向上させる役割も担

っている． 

 
（6）各支援機能の統合的運用 

これまで紹介したように，本システムは点検

要領に基づいたさまざまなパターンに対応した

放流操作支援機能を具備しており，放流計画を

複合的に組合せて統合的に運用できる仕様とし

た． 

図－８に２山洪水における統合運用した放流

計画のイメージ図を示す． 

本システムを活用した場合，１山目の洪水調

節①を実施している時に，72 時間以内に 2 山

目で異常洪水時防災操作を行う予測があれば，

異常洪水時防災操作時のダム下流河川水位，ダ

ム放流量・貯留状況を考慮し，洪水調節①にお

ける最適放流量をシステムから得ることが可能

である． 

また，後期放流①時に 2山目を考慮した貯水
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位低下放流計画，後期放流②における今後の降

雨を考慮した貯水位低下放流計画もシステムか

ら得ることが可能である． 

これらの操作についての説明資料も Excel 形

式での出力が可能となっている． 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－８ 自動計算される放流計画イメージ 

 

6．防災操作訓練シミュレータとの連携 
今回紹介した防災操作支援システムは，水機

構が平成 30 年度に開発し，現在職員の訓練に

活用している「ダム防災訓練シミュレータ」と

も統合を図っている．図－９に示す形で本シス

テムと防災操作訓練シミュレータが連携するこ

とで，さらに高度で効率的なダム管理支援がで

きるシステムを構築した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－９ 既存システムとの連携 

 

 

この連携の利点は，本システムから訓練シミ

ュレータにデータを送信することで，実際の出

水前に実務的な訓練が実施出来ることにある．

これにより，実際の出水時の操作におけるさま

ざまな課題を予め職員が確認でき，防災操作時

のミスなどを未然に防ぐ効果も期待できる． 

 

7．操作支援システムの実用状況 
本システムは平成 30 年度に開発し，令和元

年度より阿木川ダムの防災操作において実用し

ている（写真－２，写真－３）．現時点におい

て，洪水調節は実施しておらず，洪水に至らな

い水位維持操作における活用実績のみであるが，

改良が必要となる課題等は発生していない． 

今後も運用していく中で，実績データを蓄積

するとともに，改良点等を見出し，検討する計

画である． 

 

 

 

 

 

 

 
写真－２ ダムコンと操作支援システム 

 

 

 

 

 

 
写真－３ ダム操作支援システム 

 

 

ダムコン操作端末 操作支援システム 
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8．激甚災害防止のための今後の展望 
本報告では，単独ダムで活用する防災操作支

援システムについて紹介したが，水機構におい

ては，今回開発したシステムをベースとして，

より複雑な流域の複数のダムを連携させて洪水

調節効果を高める支援システムの開発を現在進

めている（図－１０）． 

このシステムは，降雨予測技術と防災操作の

組合せの最適化技術によるもので，スーパー台

風等を起因とした想定を超える豪雨に対し，こ

れまでにない長時間のアンサンブル降雨予測情

報を活用 4)して洪水調節効果と利水リスク（渇

水）をリアルタイムで評価し予測精度を高め，

それにより，早い段階から長時間の「事前放流」

を実現する．さらに防災操作の組合せの最適化

技術によりダム群の連携操作で流域の既設ダム

群の有限な貯水容量を最大限に活用することを

可能にし，洪水対策を強化することができる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－１０ 激甚災害に備えた今後のダム防災

操作支援の展望 

 
開発後は，洪水調節の目的を有する多目的ダ

ムから実装を進め，将来は発電等の利水専用ダ

ムへも展開できるシステムとして効果を高めて

いきたいと考えている．この技術により長時間

先を見通したダムの運用が可能となり，発電の

増電などにも寄与することができる． 

 

9．おわりに 
開発したダム防災操作支援システムは，現時

点で洪水調節に適用した実績は無いものの，ダ

ム管理者の目線で開発したシステムであり，ダ

ム運用の高度化によるダム機能の最大活用の一

助になると考える．また，訓練シミュレータへ

の出力により，防災操作訓練が容易となり，防

災操作の高度化や職員の操作技術向上が図れる． 

今後，ダム群連携操作を実施しているダムも

含め，本システムの導入ができるよう技術開発

に取り組んでいく予定である． 
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たダム操作規則等点検要領及び同解説（平成 29 年 7 月 
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水機構で，点検要領に基づき平成 29 年度に，現行のダム

操作規則等の点検を実施． 

点検結果を踏まえたダム操作を実施する場合に操作方針

を決める一助となる単独ダム防災操作支援システムを構

築（阿木川ダム）． 

スーパー台風等に係る防災操作に対応したダム群連携操

作支援システムを構築． 
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田村 和則*  武田浩一**

第11回全国河川・ダム管理技術検討会

* 独立行政法人水資源機構 総合技術センター（発表者）
** 独立行政法人水資源機構 総合技術センター 情報グループ長

1

■ダム防災操作訓練シミュレータ開発の背景

柔軟で高度なダム防災操作が求められている。

近年の事例：平成29年7月九州北部豪雨や平成30年7月豪雨，
令和元年8月の前線に伴う大雨，令和元年台風15号，19号など

異常な豪雨災害が増加

2

減災のために

〇基本的なダム防災操作を冷静に実施するためには実践による判断と操作
の豊富な経験が重要。

〇異常洪水時の高度なダム防災操作の技術の習得には、高度な防災操作
の場数を踏むことが重要であるが、その機会は限られる。

高度なダム防災操作を短期間で繰り返し習熟できる
新たなダム操作訓練シミュレータを開発

■ダム防災操作シミュレータに実装した機能

3

1 ダム管理用制御処理設備の再現

2 過去の出水を再現

3
事前放流、特別防災、
異常洪水時防災操作等の訓練が可能

4 チーム訓練機能

5 指揮官モード（タイムライン放流計画立案）

6
放流操作方法のガイド機能

（未経験者の操作支援）

7 放流に伴う貯水位変動と下流河川への影響を反映

8
アシスト機能
（水位・操作規則違反お知らせ）

10 データ出力機能（操作訓練記録レビュー）

9 水機構分布型流出予測システムとの連携（事前訓練）

11 リアルな出水対応の再現（予測雨量の変化）

12 ダム防災操作支援システム（水機構別途開発）と連携

流入量・貯水位・雨量

ゲート開度・放流量

全放流量 水位、雨量

ダム上流、下流
の水位、流量

ダム下流 狭窄部等 観測所断面

■シミュレータ メイン画面（PC単体でも出来るようメイン画面に集約）

ダム上流域の降雨及び下流河川の状況を把握して、防災操作を判断

過去の洪水を再現や
異常洪水時防災操作や特別防災操作等、高度な判断が求められる訓練が可能

ダム放流の影響を
注視して操作

4

■ダム管理用制御処理設備の再現（臨場感のある画面で訓練）

■PCでマルチ画面表示

ダム流域情報

・流入量
・予測流入量
・現況水位
・予測水位
・時間雨量
・予測時間雨量

操作系
開度計算・ゲート操作

ダム下流河川情報

メイン情報画面

放流状況等

5

■チーム訓練状況

講師が防災操作を指南

議論・計画・操作

防災操作防災操作レビュー

■指揮官モード（防災操作タイムラインー高度な操作に対して計画的な放流を策定）

66

○時に通知

○時に放流警報

○時に注意態勢発令

マウスで選択

防災操作の計画・実施のタイミングを立案・共有

どのような態勢で、いつから放流するかなどの計画
を立てて、チーム内で情報を共有する

防災操作計画
をチーム内で

情報共有

○時に放流

防災操作タイムラインの計画と記録

第11回　全国河川・ダム管理技術検討会　ダム部門　最優秀賞 受賞　発表資料
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■放流操作方法のガイド機能（防災操作の基礎練習）

ダム放流の
事例を表示

ダムの予測流
入量を表示

予測貯水
位を表示

目標が示されて
わかりやすい♪

雨と流入量との関
係がすぐわかる！

（ガイドラインは消すことも可能）

不慣れな方へ
優しく指南！

7

■導入効果

さまざまなシチュエーションを繰り返し訓練することで
高度なダム操作のノウハウを短期間で習熟

異常洪水時防災操作や特別防災操作等、高度な判断が求められる
ノウハウを習得できる

チーム訓練では 操作方針、判断のタイミング、関係機関の連絡等、
議論しながら実践レベルのノウハウを習得

ダム防災操作支援システム（水機構別途開発）との連携により、
防災操作の高度化。

例えば：2日間の出水を4時間で体感し、防災操作のノウハウを習得
操作内容→事前放流、特別防災、異常洪水時防災操作等を訓練

8

■研修・訓練のアンケートの結果

受講満足度 9割以上が「満足」と回答

受講者の声：

リアルなシミュレーションで経験したことがない防災操作
を体感。非常に有意義な訓練。

異常洪水時防災操作の経験が非常に有効。

チームの中で話し合いながら防災操作の計画を練ること
は防災操作のスキルアップに非常に有効。

9

田村 和則*  武田浩一**

ダム防災操作能力向上！ 実践型シミュレータの運用

* 独立行政法人水資源機構 総合技術センター（発表者）
** 独立行政法人水資源機構 総合技術センター 情報グループ長

ご清聴ありがとうございました。

第11回全国河川・ダム管理技術検討会

10
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